
日 次

1 東南アジア研究センタ-人事

2 東南アジア研究センター管理委員会名箔

3 東南アジア研究センター管理委員会開催 日･議題

4 東南アジア研究センター運営委員会名簿

5 東南アジア研究センタ-運営委員会開催 日･議題

6 東南アジア研究センター編集委員会開催日 ･議題

7 東南アジア研究センター奨励金受給者

8 東南アジア研究センタ-バンコク連絡事務所記事

9 東南アジア研究センター昭和41年度研究担当教官

名簿

10 東南アジア研究センター学外研究参加者名簿

11 東南アジア研究センタ-昭和41年度現地調査計画

12 東南アジア医学シンポジウム計画

13 東南アジア研究センター研究例会記事

14 国外からの訪問者

15 関係者往来

1 東南アジ7研究センター人事

昭和41年 4月1日付けをもって,岩村忍所長が所長

に再任された｡ 5月 1日荻野和彦助手が農学部に配置

換えとな り,研修員坪内良博が助手に任命された｡

2 東南アジア研究センター管理妻旦会名簿

委 員 長 農 学 部 長 小 林

副委員長 人文科学研究所長 森 鹿

委 員 文 学 部 長 大 山 定

ク

ク

〃
ク

ク

ク

ク

ク

章

三

一

教 育 学 部 長 鯵 坂 二 夫

法 学 部 長 田 畑 茂 二 郎

経 済 学 部 長 大 橋 隆 憲

理 学 部 長 後 藤 良

医 学 部 長 山 凹

造

肇

薬 学 部 長 上 尾 庄 次 郎

工 学 部 長 桜 田 一 郎

教 養 部 長 山 下 孝 介

委 員 結核研究 所 長 長 石 忠 三

ク 防災研究 所 長 石 原 藤 次 郎

I, 雪雪言詣 誓究 岩 村 忍

幹 事 庶 務 部 長 内 藤 和 美

// 経 理 部 長 西 間 木 久 郎

3 東南7ジ7研究センター管理妻鼻会開催日･

議蔑

昭和41年 5月24日

1 昭和40年度東南アミプア研究センター委任経理金

決算について

2 昭和41年度東南アジア研究センター委任経理金

予算 (秦)について

3 東南アジ7研究センター組織内規一部改正につ

いて

4 東南アジア研究センター運営委鼻会名簿

所長 会姦科学研究所 岩 村 忍儒 至程学)
委員 文 学 部 教 授 泉 井 久 之 助

I, 教育学部 教 授 相 良 惟 -僅 警部副)

I, 法 学 部 教 授 猪 木 正 道(給 聖荏)
// 法 学 部 教 授 溜 池 良 夫

I, 経 済 学部教授 堀 江 保 蔵催 務部主)

I, 理 学 部 教 授 芦 田 譲 治(島聖程学)

// 医 学 部 教 授 藤 原 元 典

ク 医 学 部 教 授 美 濃 口 玄

ク 医 学 部 教 授 西 占 頁

// 薬 学 部 教 授 木 島 正 夫

// 工 学 部 教 授 瀧 本 清

I/ 農 学 部 教 授 四 手 井 綱 英(島監 護)
// 農 学 部 教 授 川 口 桂 三 郎

// 教 養 部 教 授 吉 井 良 三

// 結核研究所教授 内 藤 益 -

ク 防災研究所教授 山 口 真 一

･y 空雪言ご詔 究 本 岡 武
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5 東南7ジ7研究センター運営委員会開催日 ･

議題

昭和41年 4月51]･議題なし

昭和41年 4月9日 ･議題な し

昭和41年 4月19円 ･議題なし

昭和41年 4月26日

1 助手選考の件

2 研究担当教官候補者について

3 学外者の研究参加について

昭和41年 5月10｢]

1 昭和40年度決算について

2 昭和41年度予算について

昭和41年 5月24日

1 東南アジア研究センタ-組織内規一部改正につ

いて

昭和41年 6月28｢1

1 東南アジア研究センター組織内規第 2条第 3項

第 4号関係委員の委嘱について

2 総務部,社会科学部および自然科学部の各主任

副主任の委嘱について

3 運営委員会の運営方針の決定について

4 編集委員委嘱について

5 研究担当教官候補者について

6 学外者の研究参加について

lJI,

6 東南7ジ7研究センター編集委員会開催日 ･

議題

昭和41年 4月12日

1 ｢東南アジア研究｣第3巻I'JiA3-号およびf'弟3巻

･/j'i'4号の検討

2 ｢東南アジア研究｣第 3巻第 5号の報告

3 ｢東南アジア研究｣編集委員会,))改鋸について

4 ｢東南7ジア研究｣第 4巻第 1号の編集プラン

について

昭和41年 5月1011

1 ｢東南アジア研究｣第 4巻第 1万0)報告

2 r東南アジ7研究｣第 4巻第 2号の編集プラン

について

7 東南7ジ7研究センター奨励金受給者

水 野 浩 一 研 修 員

坪 内 良
ー

･･.

ア
め

南
た

東
の
り

り
用
切

よ
採
打

臼
に
で

1
手
末

月
助
月

5
研
4

′(

t

T･TT,
｢AJ-1

修研がず
高 谷 好 一 工 ･研究生

8 東南7ジ7研究センターバンコク連絡事務

所記事

昭和41年 5月8日石井米雄助教授が/ミンコク連絡事

務所長として現地に赴任.･した-昭和42年3日31日まて

在勤の予定である､

9 東南アジ7研究センター昭和41年度研究担当教官名簿

所 属 職 名 氏 名 研 究

東南アジア研
究センタ-

教 育 学 部

所

教

助

助

助

研

研

教

教

教

助

教

教

教

助

長 岩 村 忍 東南アジアの社会

授

投

手

手

貝

生

授

授

授

授

持

授

授

授

教

修

究

教

教

本 岡 武 .東南アジア諸国の農業開発

石

飯

坪

水

高
泉

織

池

西

柏

池

佐

小

米

良

浩

好

▲tノ

井

LJ
･
内

野

谷

雄 タイ国近代史

茂 タイ国の山地民社会

博 マラヤ農村の社会構造

一

一
井 久 之 助

田 武 雄

田 義 佑

Ll_1 龍 畑

良 惟 一

山 進

藤 幸 治

田 武

題 目

タイ国東北部の村落社会の変動

メナムデルタの発達史

てライ ･ポ リネシア諸語の比較言語学的研究

東南アジアにおける村落

東南アジアにおける家族 と村落

東南アジアの言語

東南アジアの近代化と教育の役割

同 上

東南アジアにおける禅法の比較研究

東南アジアにおける教育内容
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所 属 i職 名 氏 名 ≡ 研 究 題

教 育 学 部 助 教 授 小倉 親 雄

助 教 授 森 口 兼 二

助 手 栗 本 -一 男

法 学 部 .教 授教 授教 授

･教 授

経 済 学 部

理 学 部

中 田 淳 一田畑 茂 二 郎

猪 木 正 道磯村 哲

東南 アジアにおける読書の資源と梯会

東南 アジアの近代化と教育の役割

同 上

東南 アジア諸国の比較法的研究

東南 アジアにおける国際関係

東南 アジア諸国家における政治組織と政治過程

東南 アジア諸国の比較法的研究

教 拍 :平場 安 治 同 上

教 授 L溜池 良 夫

教 控 ∃福島 徳 寿 郎

教 授 ;遺田 信 一 郎教 授

教 招

教

助

助

助

助

助

教

助

教

部
学

医

薬 学 部

工 学 部

182

教

教

教

教

教

撹

揺

撹

揺

授

撹

揺

教 授

授

教 授

教

教

助

助

助

教

教

教

教

助

助

助

助

助

助

教

教

助

教

教

教

授授

教 授教 授

手

授

勝田 書 太 郎香西 茂

上 山 安 敏活永 敬 次

同 上

東南 アジア諸国家における政治組織と政治過程

東南アジア諸国の比較法的研究

東南 アジア諸国の政治思想

東南 アジア諸国家における政治組織と政治過程

東南 アジア諸国の比較法的研究

東南 アジア諸国家における政治組織と政治過程

音巨 田 節高坂 正 尭

村 松 岐 夫

堀 江 保 蔵鎌倉 昇

芦 田 譲 治波多 野 博 行久保 寺 葦

小 沢 泉 夫

書 川 恭 三

田 川 基 二岩槻 邦 男

浅 山 亮 二

撹 ;美 濃 口 玄

l

授 1村 上 仁

教 授 I
L

三㌦

岡 田 誠 太 郎

小 野 尊 睦

加 藤 清

笠 原 嘉

手 !佐 藤 匠

授 ･井 上 博 之

授 木 島 正 夫
l

教 授 :秦 清 之

授 松 尾 新 一 郎

授 瀧 本 清

東南 アジア諸国の比較法的研究

東南 アジアにおける国際関係

東南 アジア諸国の比較法的研究

東南 アジアの経済的近代化の要因

東南 アジア経済近代化の阻害条件

東南 アジアの植物

東南 アジアにおける1bO一炭酸カルシウムの分布

東南 アジアの火山および地震

東南 アジアの地震と地殻変動

東南 アジアにおける陸水

東南 アジアのシダ植物

同 上

東南 アジアにおける失明の原因とその対策

東南アジアにおける飲料水中弗素量と斑状歯発症との
関係

東南 アジアにおける民族精神医学的研究

東南 アジアにおける小児 らいの研究

同 上

東南 アジアの慢性弗素中毒症

タイ国における精神障害者の精神医学的調査

同 上

東南 アジアの慢性弗素中毒症

同 上

東南 アジアにおける医薬資源としての植物

東南 アジアにおける薬用植物 と生薬の調査

l司 上

タイ国における土質 ･地下水

東南 アジアにおける酸性火成岩にともなう鉱床

東南 アジアにおける地下資源の探査
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所 属

工 学 部

教 養 部

化学研究所

人文科学研究所

職

教

教

助

助

講

読

講

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

助

助

助

助

助

助

助

助

助

助

助

助

助

助

教

教

教

教

教

教

教

助

助

助

教

教

隻

名 】 氏 名

授 t 向 井 滋

授

教 授

教 授

師

師

森 山 徐 一 郎

鈴 鹿 恒 茂

谷 口 敬 一 郎

河 野 伊 一 郎

港 種 雄

授 】上 坂 孝 次

授授

撹撹

揺

西 川 義 正

四 手 井 網 英

川 口 桂 三 郎

赤 井 重 恭

沢 田 敏 男

授 …冨 士 岡 義 一

授

授

授

授

授

授

授

授

授

手

手

手

手

手

手

手

授

授

授

授

授

授

授

授

授

手

技

授

教

教

教

教

教

教

教

教

教

貝

高

堤

松

田

南

菊

阿

亀

久

堀

北

河

小

菅

荻

柴

西

大

書

平

山

久

安

尾

横

水

平

原 基 介

橋 英 一
利 夫

尾 嘉 郎

中 正 武

勲

地 番 次

郡 亮 耳

谷 宝:

馬 - 剛

川 幸 也

村 貞 太 郎

洋 一 儀

林 達 治

誠

野 和 彦

陸

田

寸未
｣

実

罪

研 究 題

戟

東南アジアにおける鉱産資源の選鉱

東南アジアの非鉄金属 ･希有金属資源と製錬

東南アジアにおける酸性火成岩にともな う鉱床

東南アジアにおける地下資源の探査

タイ国における土質 ･地下水

東南アジアにおける酸性火成岩にともな う鉱床

東南アジアにおける地下資源の探査

東南アジアにおける飼料中の微量元素含量の分布

東南アジアにおける稲作

東南アジア地域における家畜の生産性

東南アジアの自然環境

東南アジアの水田土壌

東南アジアにおける稲作病害

東南アジアにおける農業水利構造物

東南アジアにおける土地水資源と農業開発

タイ国に適応せる農業簿記様式

簿記調査にもとづ くタイ国農業経営

東南アジアの水稲の栄養生理

東南アジアの自然環境

東南アジアの水田土壌

東南アジアにおけるコムギの地理的分布

東南アジアの広域農業水利計画

タイ国に適応せる農業簿記様式

簿記調査にもとづ くタイ国農業経営

同 上

東南アジアの水田土壌

同 上

東南アジアにおける農地開発計画

魚毒性成分含有植物の探索とその成分の化学研究

水田土壌中の窒素固定性徴生物の探索

熱帯林の生態学的研究

同 上

東南アジアの稲米儀礼

東南アジアの経済地理的研究

浦 幸 男 i東南7ジアにおける外国語教育
井 良 三 】東南アジアの77ウナ

野 実

孝

直

下

米

藤 昭 一

崎 雄 二 郎

田 ミ登 司

渡 英 二

陸水産藻類の植物分類的植物地理学的研究

南方栽培植物の特性とその導入にかんする研究

南方植物の発生生理

東南アジアにおける外国語教育

東南アジアにおける中国語方言

自己評価と行動型式にかんする研究

東南アジアにおけるゴム加工

岡 武 夫 t東南アジアの仏教

- 183-183



東 南 ア ジ ア 研 究 第4巻 第 1号

所 属

人 文 科 学
研 究 所

結核研究所

木材研究所

食 糧 科 学
研 究 所

防災研究所

ウ イ ル ス
研 究 所

級

助助教教助助教教助教教教教教教教教助助助助助助助助助助教教助

教

氏 名

授l 日 比 野 丈 夫

教 授
授
授

教 授
教 授

授
授

教 授
授
授

授

授

授

授

授

授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

手

手

手

授

吉 田 光 邦

長 石 忠 三

内 藤 益 -

寺 松 孝

前 川 暢 夫

貴 島 恒 夫

北 尾 弘 一 郎

西 本 孝 一

葛 西 喜 三 郎

石 崎 溢 雄

山 口 英 一

若 林 実

石 原 安 雄

芦 田 和 男

角 屋 陸

南 井 良 一 郎

樋 口 明 生

中 川 博 次

光 田 寧

高 田 雄 次

野 中 泰 二 郎

長 尾 正 志

井 上 豊

桂 順 治

鈴 木 有

松 井 千 秋

東 昇

∴ ‡ -I-: -:‥ 三 :_-:

研 究 題

マラヤの華僑

マラヤの村落

東南アジアにおける結核の現状調査 と結核外科指導

東南アジアにおける結核の疫学と化学療法

東南アジアにおける結核の現状調査 と結核外科指導

東南アジアにおける結核の疫学と化学療法

南方材の調査

同 上

同 上

東南アジアにおける食糧資源の開発 と利用

東南アジアにおける構造物の暴風災害

東南アジアにおける地盤地質と地すべ り地の分布型

東南アジアにおける構造物の風害 と震害

東南アジアにおける水災害

同 上

同 上

東南アジアにおける構造物と地盤の震害調査

東南アジアにおける水災害

東南アジアにおける水災害

東南アジアにおける構造物の暴風災害

東南アジアにおける地盤地質と地すべ り地の分布型

東南アジアにおける構造物の風害 と震害

東南アジアにおける水災害

東南アジアにおける構造物と地盤の震害調査

東南アジアにおける構造物の暴風災害

東南アジアにおける構造物と地盤の震害調査

東南アジアにおける構造物の風害と震害

東南アジアにおける熱帯ウイルス病

狂犬病街上毒ウイルスの蒐集

東南アジアにおける流行性肝炎

10 東南アジア研究センター学外研究参加者名簿 (ABC順)

所 属

東海大学文学部

九州大学教育学部

関西大学文学部

京都女子大学文学部

花園大学仏教学部

京都府立大学農学部

帝塚山大学教養学部

東京医科歯科大学教養部

広島大学教育学部

184

文 学 部 長
(京大名誉教授)

助 教 授教 授教 授

教 授

助 教 授助 教 授

助 手

教 授

足 利 惇 氏

綾 部 恒 雄

藤 本 勝 次

藤 原 利 一 郎

藤 吉 慈 海

服 部 共 生

伊 原 吉 之 助

今 立 源 太 良

石 堂 豊
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研 究 題

東南アジアにおけるインド的要素

東南アジアにおける教育文化の比較研究

マラヤのイスラム社会

東南アジアにおける華僑発達史l
東南アジアの仏教教団

東南アジアの水田土壌の鉱物学的研究

東南アジア近代化の比較史的研究

東南アジアにおける森林土壌動物

東南アジアにおける社会教育と教育事情



棄 報

所 属

大阪市立大学法学部

富山大学薬学部

奈良教育大学

竜谷大学文学部

岡山大学農業生物研究所

天理大学外国語学部

天理大学文学部

大阪外国語大学

東海大学文学部

兵庫農科大学

京都府立医科大学医動
物学教室

山口大学教育学部

神戸大学教育学部

東北薬科大学

財団法人アジア救 ライ
協会

東京大学東洋文化研究所

京都産業大学

京都府立大学農学部

大阪市教育研究所

天理 よろず相談所憩の家

大阪外国語大学

区 分

社会 科学部

A.CoreProject

1 ビルマ ･タイ計
画

2 マレ-シア ･イ
ソ ドネシア計画

B.SpecialProject

≡ 職 名 】 氏 〃=

康

尚

益

清

孝

敏

相

川

羽

林

田

村

野

井

藤

木

北

口

小

前

車

大

酒

佐

授

師

授

授

師

授

手

手

授

教

教

講

助

教

講

教

助

助

教

研

研 究 題 目

東南アジアとくにインドネシアにおける政
軍関係

東南アジアにおける薬用植物

史 !東南アジアの苔類

生 マラヤとインドネシアの社会構造

純 :東南アジアの河川の化学的研究

茂 ;マラヤ村落における華僑
志 !南 方 華 僑 史

徹 1ビルマ系諸言語の記述的歴史的研究

l孝 l東南アジアにおける畑作の栽培学的研究

男辛垣正負

究

講 師 高 木 英 明

教 授 高 木 太 郎

教 授 . 高 橋 三 雄

医 務 部 長 戸 田 圃 二 郎

講 師 築 島 謙 三

教 授
(京大名誉教授)

上 田 弘 一 郎

東南アジアのフィラリア ･マラリア ･寄生
嬬虫

東南アジアにおける教育制度東南アジアにおける教育制度

フイリピソとタイの薬用資源の化学的研究

タイ国におけるライの臨床的 ･病理学的調
査研究

マレー人村落の自治体制と人倫意識

東南アジアにおけ る竹林の生態学的研究

助 教 授 渡 部 忠 世 !東南7ジアにおける水稲栽培の作物学的研究

所 員 山 口 三 郎 東̀南アジアの教育制度の比較研究

肺 外 科 部 長 .山 本 利 雄 東南アジアにおける肺 ･心臓外科の現状調査

講 師 L矢 野 暢 ･タイ国南部の村落社会の変動

11 東南7ジ7研究センター昭和41年度現地調査計画1

1 氏 名 ; 所 属 ; 題 目 旧程 ･日数宅 地

石 井 米 雄

飯 島 茂

東 南 ア 研
助 教 授 ∴ -I:'t::;A-::- : 三 二千二

(That)の崩壊過程

東 南 ア 研 きタイ国における山地民社
助 手

･</ : //

水 野 浩 一
東 南 ア 研
研 修 員

前 田 成 文 !文 ･大学院

会

カレン族にかんする文献
的研究

タイ国東北部の村落社会
の変動

マラヤにおける前モス リ
ム ･マレー人村落社会

メナム沖積平原の形成過
程

- 185-

41.7.31
まで

i 41.10.31

.増 子 28

弓41.4.30

!まで

i4王らヲ蒜

区

タイ ･マレーシア
･インドネシア
タイ

連合王国 ･アメリ
カ

タイ

マ レーシ′ア

タイタイ ･マレーシア

インドネシア ･カ
ンボジア

185
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区 分 t氏 名

溜池 良 夫

川 又 良 也

自然科学部

B.SpecialProject

l 医 薬 班

生 薬 学

精 神 病 学

口腔 外 科 学

結 核 内 科 学

結 核 外 科 学

2 地 学 班

金 属 製 錬

地 球 物 理 学

3 農 業 生 産 班

稲 作 改 良

水 利 開 発

畜 産 改 良

木 材 利 用

4 生 物 三虹

C.個 別 計 画

1 水田土壌の研究

186

木 島 正 夫

笠 原 嘉

小 野 尊 睦

天 野 義 彦

前 川 暢 夫

佐 川 弥 之 助

森 山 徐 一 郎

山 口 真 一

高 橋 英 一

赤 井 垂 恭

福 井 捷 朗

富 士 岡 義 一

西 川 義 正

佐々江 洋太郎

貴 島 恒 夫

未 定

川 口 桂 三 郎

松 尾 嘉 郎

久 馬 - 剛

堀 川 幸 也

服 部 共 生

所 属≧ 題 目

法 ･教 授

法 ･助教授

薬 ･教 授

医 ･助 手

医 ･助教授

医 ･助 手

結研･助教授

結研 ･助手

工 ･教 授

東南アジア諸国の法律の
比較法的研究

同 上

生薬生産状況の予察

タイ国における精神障害
者調査

タイ,インド,セイロン !

晶墓国における口軽舶 ヨ

タイ国における呼吸器疾 F

同 上

マレーシアにおける非鉄
金属の製錬

防災研･教授 l火山性地すべ り

農 ･教 授農 ･教 授

農 ･大学院

農 ･教 授

農 ･教 授

農 ･大学院

木研 ･教授

農 ･教 授

水 稲 栄 養

同 上同 上

水 利 開 発

家 畜 改 良

同 上

木 材 利 用

熱帯水田土壌調査

農 ･助教授 】 同 上

農 ･助 手 ∃ 同 上

勇知豪 ･蒙 1 同 上

欝 瞥 漂 】 同 上
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地 区

タイ ･マレーシア
フィリピン ･イン
ドネシア

同 上

15日 ㌻タイ ･ホンコソ

30日 jタイ

50日 hgJpノ ンド.七

60日 岳タイ

20日
タイ ･マレーシア
カンボジア

20日 同 上

15日 弓タイ ･マレーシア

‖

5

1
フ ィリピン ･マ レ

ーシア ･イ ン ドネ

シ'ア

タイ

タイ ･マレーシア
フィリピン･台湾

240日 .

4主を予言蒜 Fタイ

マレ-シ′ア ･カン/
ポジア

タイ ･マレーシア

同 上

タイ ･マレーシア

フィリピン

東パキス タン ･ビ
ルマ ･フ イリピ-/

カンボジア ･台湾

タイ ･マ レーシア
カ ンボ ジア

東 パキス タソ･ビ
ルマ ･フ ィリピン

カンボジア ･台湾

マ レーシア ･タイマ レーシア ･タイ

カソポ ジア



貴 報

12 東南7ジ7医学シンポジウム計画

趣 意

東南アジア における医学研究および医 療 脇力については, ここ数年の うちにわが国からも多 くの調査団や治療

班その他が清 崖せ られ多大の業績をあげているー Lか し,現状をみるにそれ らの貴重な研究や経験について広 く

一般的にまたおのおの専門において充分に訂義がなされるべき場に乏 LいうらみがあるC

そこで今札 厚生省 ･京都大学東南アジア研究センター ･海外技術協力事業団の共催の下に,東南アジアにお

ける医学的問題点を把握検討する目的をもって ｢東南アジア医学シンポジウム｣を開催 したいと思 う｡

これにより,現地において活躍 された方 々およびわが国における権威が一堂に会 し得る機会が得 られ,東南ア

ジア医学の現状が明らかにされるとともにわが匡医学界が本地域において将来とるべき方向についての検討が行

なわれると期待されるL,

催

日

所

程

老加

地

主

期
場

日

参

1

2

3

4

5

6

要 領

‥東南アジア医学シンポジウムー'(主 目的 :東南アジ7における医学的問題点を把捉

検討する)

厚生省 ･京都大学東南アジア研究センター ･海外技術協力事業団

1966年10月 1[](土)～ 2日 (臼)

京都会館および都ホテル

後 記

座 長 11名 (氏名後記)

副 座 長 6名 ( // )

招 待 講 演 6名 ( ク )

討 論 参 加 者 約60名

7 .組 織 委 員 会

委 員 長 束

委 員 浅 山 亮

今 村 昌

春 日

美 濃 口

潤

8.事 務 局

崎

下

上

石

藤

尾

占

川

藤

川

井

岡

谷

松

宮

森

村

長

円

酉

西

中

加

前

三

本

大

寺

英

一

忠

益

雅

良

暢

源

藤

昇

二

耕

斉

玄

夫

郎

薫

仁

三

一

七

貞

治

活

夫

蔵

武

郎

孝

京都大学 ウイルス研究所教授

京都大学医学部教授

結核予防会付属結核研究所研修部長

厚生省公衆衛生局防疫課長

京都大学医学部教授

厚生省医務局医事課長

九州大学医学部教授

大阪大学名誉教授

京都大学医学部教授

京都大学結核研究所長

京都大学結核研究所教授

京都大学医学部教授

京都大学医学部付属皮膚病特別研究施設長

海外技術協力事業団総務部技術室長

海外技術協力事業団海外事業部医療協力室

京都大学結核研究所助教授

日本熱帯医学協会常務理事

京都大学東南アジア研究センター教授

厚生省医務局医事課

京都大学結核研究所助教授

-187- 187
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日

第 1日 10月 1日 (土)

開 会 式 12:30-12:50

第 1主題～第 4 主題の各 シ ンポ ジ ウム 13:00-16:30

第 1主題 寄 生 虫

第 2主題 ウイルス性疾患

第 3主題 性 病

第 4主題 結 核

挨

程

座 長 :森 下 薫 (大阪大学名誉教授)

座 長 :東 昇 (京都大学ウイルス研究所教授)

座 長 :伊 藤 賀 祐 (岐阜大学医学部教授)

座 長 :内 藤 益 - (京都大学結核研究所教授)

副座長 :前 川 暢 夫 (京都大学結核研究所助教授)

// :並 河 靖 (結核予防会京都府支部西之京健康相談所長)

// :沢 田 哲 治 (BCG研究所長)

// :島 尾 忠 男 (結核予防会付属結核研究所研究部長)

/y :高 井 錬 二 (結核予防会付属結核研究所集団検診科長)

〃 :寺 松 孝 (京都大学結核研究所助教授)

拶 16:50-17:00

招待講演 1.東南アジアにおける衛生事情 17:00-17:30

座 長 :西 尾 雅 七 (京都大学医学部教授)

講演者 :曽 田 長 宗 (国立公衆衛生院長)

招待講演 2.海外医療協力の実情 17:30-18:00

座 長 :平 沢 興 (京都大学名誉教授)

講演者 :若 松 栄 一 (厚生省医務局長)

京都大学総長レセプション 18:10-20:00

第 2日 10月2日 (日)

総 会 議 事 9 :30- 9 :50

招待講演 3. タイのらい特に小児 らいに関する現地調査 10:00-10:30

座 長 :西 村 真 二 (大阪大学微生物病研究所教授)

講演者 :岡 田 誠 太 郎 (京都大学医学部付属皮膚病特別研究施設助教授)

招待講演 4.むし歯の問題 10:30-ll:00

座 長 :高 浜 靖 英 (神奈川歯科大学教授)

講演者 :美 濃 口 玄 (京都大学医学部教授)

招待講演 5. タイにおける2, 3の神経疾患について 11:00-ll:30

座 長 :村 上 仁 (京都大学医学部教授)

講演者 :白 木 博 次 (東京大学医学部教授)

招待講演 6. タイ国における眼科疾患 11:30-12:00

座 長 :中 島 章 (順天堂大学医学部付属順天堂医院教授)

講演者 :浅 山 亮 二 (京都大学医学部教授)

総 合 討 議 13:00-16:30

座 長 :白 羽 弥右衛門 (大阪市立大学医学部教授)

閉 会 式 16:30-16:50

188 - 188-



嚢 報

13 東南アジア研究センター研究例会記事

回数 年 月 日 講 演 者

92 昭和40年12月17日 中 村 孝 志

前 日】 清 茂

96 昭和41年 4月28日 岩 村 忍

四 手 井 調 薬し
石 井 米 雄 1

97 昭和41年 5月16日 美 濃 H 玄 ≡

天 野 義 彦r

西 占 真

岡 凹 誠 太 郎

98 昭和41年 5月26日 福 井 捷 朗 tfヽ

高 橋 英 一!

中 林 達

高 橋 英

久 馬 -

川 口 杜 ≡

L･二･

I,l･こ.一二

99 昭和41年 6月17目 上 EI]弘 一 郎

鈴 鹿 恒 茂t

港 穐 雄 /i

谷 口 敬 一

入 恒工1ヽ11
∴

100 昭和41年 6月23口 赤 井 重 恭

渡 部 忠 世

年 月 日

昭和41年 4月30日

昭和41年 5月12日

昭和41年 5月13日

昭和41年 6月 6日

昭和41年 6月13[1

昭和41年 6月14日

昭和41年 6月24日

昭和41年 6月25日

昭和41年 6月28日

題 口

｢マラッカの近世史料について｣

｢アロールジャンクスの中国人｣

｢アジア学会および HRAF 会議出席報告｣

｢タイ,マ レ-シアにおけるラボラ トリー計画調査の報告｣

｢~熱帯地域の慢性弗素中毒｣

｢タイおよび カンボジアにおけるらい対策の現況｣

｢タイ国のらいにかんする小児の免疫学的研究｣

｢タイ国水稲の植物栄養学的研究｣

｢タイ ･マラヤの窒素固定性徴生物｣

｢セイロン国水田土壌現地調査報告｣

｢タイ国のパルプ用竹資源について｣

｢マラヤにおける鉄および錫鉱床について｣

｢マラヤにおける物理探鉱｣

｢東南アジアにおける作物の病害について｣

｢タイ北部における儒稲栽培- 特に収量お よび 収量構成

について｣
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